
HARNESS MULTI TESTER

主な特徴

NHC-M1

ＡＣ１００～２４０Ｖ電源で世界中どこでも使えます

印加電圧、遮断電流、絶縁抵抗値などの検査条件は、品名の呼び出し時に自動設定されま
す。1
ＤＣ－ＡＣインバータによる高電圧発生のため、商用電源の変動に左右されず安定した出
力で検査出来ます。2
記憶した回路データにもとずいてグループごとに高電圧を印加するため、検査時間が短く
済みます。3
導通・瞬断・耐電圧・絶縁抵抗検査機能が一体となったオールインワンでありながら
省スペースタイプです。4
片側コネクタ、相手側オープンのリード端子をサ-チプローブで接触をとる、誤配線
チェック（片端検査）機能があります。相手側オープンの高圧検査も対応してます。5
機種のポイント数は４タイプ。さらに６４ｐから１２８ｐへ、１９２ｐへ、２５６ｐへと
基板増設で拡張が可能です。6

NHC-M1

単体制御も可能

PCで制御と

ﾃﾞｰﾀ管理

¥398,000～



 ポイント容量  64p 128p 192p 256p（～512P） *1

 全ポイント入出力対応

 導通検査  判定 導通：1KΩ以下 断線：3KΩ以上

 電圧/電流 DC5V/2.2mA

 ネット 最大100ポイント

 検査方式 双方向ﾁｪｯｸ(ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ可)

 瞬間断線検査  検出ﾊﾟﾙｽ 200n/400n/800n/1μ/2μ/3μ 秒

 検出ﾊﾟﾙｽ 200n固定（単体時）

 耐電圧検査  検査電圧 AC50～600V

 遮断電流 0.5～10mA

 検査時間 0.1～99.9秒(0.1秒単位)/1ｽﾃｯﾌﾟ

 印加方式 自動印加

ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ用(線間+ﾋﾟﾝ間)

(何れも不良発生時にはｽｷｬﾆﾝｸﾞ検索)

 耐電圧計確度  印加電圧 設定値の±5%(無不可時)

 遮断電流 設定値の±5%

 出力波形 正弦波50Hz±5%

 絶縁抵抗検査  検査電圧 DC50～500V

 絶縁抵抗 50V時 2M～100MΩ

100～150V時 5M～500MΩ

200～500V時 20M～1000MΩ

 検査時間 0.3～10.0秒(0.1秒単位)/1ｽﾃｯﾌﾟ(単体時)

0.3～99.9秒(0.1秒単位)/1ｽﾃｯﾌﾟ(ﾘﾓｰﾄ時)

 印加方式 自動印加

ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ用(線間+ﾋﾟﾝ間)

(何れも不良発生時にはｽｷｬﾆﾝｸﾞ検索)

 絶縁計確度  印加電圧 設定値の±5%(無不可時)

 絶縁抵抗 設定値の±5%

 その他の機能  ポイントサーチ､片端検査､クイックチェック､自己診断

 外部Ｉ／Ｏ  入力 ｽﾀｰﾄ､ﾘｾｯﾄ､緊急停止　3点

 出力 検査合格､検査不合格､　高電圧検査

瞬間断線検査　4点

 ﾌﾟﾘﾝﾀｰ印字  日付､時刻､検査結果､検査数､良品数､不良品数

(ﾘﾓｰﾄ時)  検査用ﾃﾞｰﾀ登録内容､ﾃﾞｰﾀ一覧､検査員一覧

 USBﾎﾟｰﾄ USB Type B（本体側）

 消費電力  最大 150W

 使用環境  温度 10～40℃　湿度 60%以下

 電源  AC100～240V　50/60Hz

 外形寸法  320mm(W)×350mm(D)×183mm(H)

 重量  7.0kg(64p) 7.5kg(128p)

 8.0kg(192p) 8.5kg(256p)

 付属品  検査用接続ｹｰﾌﾞﾙ､ｻｰﾁﾌﾟﾛｰﾌﾞ､ﾌｯﾄｽｲｯﾁ

 ﾁｪｯｸｹｰﾌﾞﾙ､ｱｰｽ線､電源ｹｰﾌﾞﾙ

 対応ﾊﾟｿｺﾝ 　USBポート×1

 OS Windows7～11

*1　320P以上に関しては25年秋頃発売予定となります。

他の製品に関しても

是非チェックしてみて下さい。

https://www.nextcorp.co.jp/
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※このカタログの仕様は改良のため、予告無く変更することがあります。

仕様導通検査について
導通検査には二つの目的があります。ひとつは、回

路配線の基本である断線・誤配線不良を検査すること
です。二つめには、検査品が治具アダプタに確実に装
着されていることの確認です。これは耐電圧・絶縁抵
抗検査では検査品が装着されていない場合でも検査判
定が合格となり検査の意味をもたないからです。その
ため導通検査は耐電圧・絶縁抵抗検査の前後に必要で
す。

瞬間断線検査について
通常の導通検査では一見正常なｹｰﾌﾞﾙでも、振動や衝

撃を与えたり、屈折や引張などで断線が発生する場合
があります。このような一瞬の断線を検出するための
検査が必要です。

多芯ｹｰﾌﾞﾙなどの異極線間に高電圧を印加して、放電
が発生しないかを検査します。耐電圧不良は圧接加工
部の線間、ｺﾝﾀｸﾄﾋﾟﾝ間、半田加工部のﾋﾟﾝ間、ｼｰﾙﾄﾞ加
工部のｼｰﾙﾄﾞ線間とｺｱ線間で特に発生します。

耐電圧検査について

絶縁抵抗検査について

線間の抵抗が、品質保証条件の設定値以上であるか
を検査します。絶縁抵抗は、半田ﾌﾗｯｸｽなどの不純物、
絶縁体の材質、湿度などで大きく左右されます。絶縁
不良は、耐圧不良箇所以外にﾓｰﾙﾄﾞ加工の材質、ｺﾝﾀｸﾄ
部の汚れなどでも発生します。

NHC-M1検査の流れ（検査順変更可）
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